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 ９月２７日（土）、学校説明会を行いました。当日は中学生と保護者の皆さまおよそ２５０名の方

にご参加いただき、誠にありがとうございました。校舎内では、全体説明と実習室見学、まごころき

っちんでは参加者向けの特別メニューの提供、Cherie では焼き菓子の特別セットを販売いたしまし

た。 

今後も学校説明会や公開授業などを通じて、本校の教育活動を知っていただける機会を設けてま

いります。今回の説明会を通じて、本校の魅力を少しでもお伝えできたなら幸いです。ご参加くださ

った皆さまに心より感謝申し上げます。 



 

  10 月 1日（水）１校時、各大会の表彰式の後、始業式が行われ、最後に新生徒会役員の認証式

となりました。また併せて、旧生徒会役員に記念品が贈られました。 

  

 

 

 

 

 

   

 

生徒会長 安藤佑基さん     書記 黒澤琉空さん        旧生徒会役員の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月６日（月）６校時、「こころのライブ授業」が行われました。前半は、社会福祉法人北海道

いのちの電話事務局長杉本明様を講師に迎え、いのちの大切さと、困ったときの相談先などについて

講義いただきました。その中で「生きているそのことがいのちである。」、「人には生きる力、解決す

る力、平等に可能性がある。」、「自分を大切にしてください。同じように他の人を大切にしてくださ

い。」、「人生はその人のものだから。」と温かいメッセージをくださいました。後半は、4 人組ロック

バンド「ナイト de ライト」の皆さんによる音楽ライブとなり、生徒はそれぞれの曲に込められた想

いを噛みしめながら、手拍子をして素敵なライブを楽しんでいました。そして最後には、生徒代表と

して２学年安藤さんが謝辞を伝えました。 

 

      
校長講話 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月９日（木）、課題研究の授業の一環として、 

会石料理のテーブルマナー講習会に参加しました。 

会場となった新千歳空港内ポルトムインターナショ 

ナルにある「下鴨茶寮北のはなれ」では、本格的な 

京都の会席料理をいただきながら、講師の方から作 

法について学びました。 

 お箸の取り方や、茶碗を持ったときの持ち方、懐石 

と会席の違いなどについても教えていただき、生徒は 

楽しく食事をしていました。併せて一番大切なのは、 

「作り手や生産者の方に感謝の気持ちを忘れないことだ」 

と教わりました。 

 最後にはグループに分かれて、館内の案内もしてい 

ただき、充実した体験となりました。 

 

 

1 土 見学旅行② 

2 日 見学旅行③ 

３ 月 
文化の日 

見学旅行④ 

４ 火 見学旅行⑤ 

５ 水 見学旅行振替休日（2 年） 

６ 木 見学旅行振替休日 

７ 金 見学旅行振替休日 

８ 土 完全休業日 

９ 日 完全休業日 

１２ 水 SC 来校（午後）、フランス料理実習（2 年） 

１５ 土 まごころきっちん開業 10 周年イベント 

１６ 日 まごころきっちん開業 10 周年イベント 

１７ 月 
検便、後期ライフスキルアップ講座 

製菓衛生師国家試験合格発表（9：00） 

１９ 水 SC 来校、イタリア料理実習（2 年） 

２２ 土 韓国国際調理高校交流会（～11/23） 

23 日 勤労感謝の日 

２４ 月 振替休日 

２５ 火 
後期生活面談情報交流会 

完全下校バス 15：45 

２６ 水 
中国料理実習（2 年） 

完全下校バス 14：45 

ＳＣ･･･スクールカウンセラー 

Ｃｎ･･･宮嶋学園通信課程Ｃ-net スクーリング 

営業日などのご確認は 

こちらからどうぞ 

ＨＰ 
製菓部 

Instagram 

10 月 22 日（水）、生活産業基礎の授業の一環

として、中国料理のテーブルマナー講習に参加し

ました。会場となった札幌ガーデンパレスの「赤

坂四川飯店」では、普段の授業では体験できない

本格的なコース料理をいただきながら、講師の方

から中国料理特有の作法について学びました。 

 テーブルの配置や円卓での席順、料理の取り分

け方など、日本料理や西洋料理とは異なる文化に

多くの生徒が興味を持ち、熱心に耳を傾けていま

した。実際に料理を味わいながら学ぶことで、マ

ナーが形式ではなく「おもてなしの心」を表す大

切なものであることを実感できたようです。 

  

早いもので 202５年度も残り半年を切りました。今

年の夏は稀に見る猛暑となり、9 月も厳しい残暑が続

きました。 

 そんな暑さともお別れし、短い秋の後、いよいよ初

雪の便りが聞こえてくる季節となりました。気象庁の

発表によると、今年の冬は寒さが厳しく、日本海側を

中心に局地的な大雪が予想されるとのこと。 

 皆さん、くれぐれも風邪など引かぬように注意して

くださいね！ 

 


